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景況感指標からみた米中経済の動向

ポイント①中国の景況感は市場予想以上に拡大

中国国家統計局が3月1⽇に発表した2月の中国
製造業PMIは52.6と、12年4月以来の水準を記
録し、2ヵ月連続で好不況の分かれ⽬の50を上回
りました（右上図）。同PMIの内訳をみると「生
産」が56.7と前月から6.9ポイントの大幅上昇と
なったほか、「新規受注」が54.1と前月の50.9から
上昇しました。また、「サプライヤー納期」も52.0と前
月から4.4ポイント改善しており、中国の製造活動
は活発化しているといえます（同図）。

サービス業の景況感を表す同⽇発表の2月の非製
造業PMIも56.3と市場予想（54.9）を上回る
上昇となるなど、中国経済は市場の想定以上の速
さで回復基調を強めていると考えられます。

ポイント②米製造業の景況感は依然弱い

一方、米国で同⽇発表された2月の米ISM（サプ
ライマネジメント協会）製造業景況感指数は47.7
と前月から0.3ポイント改善したものの、市場予想の
48.0を下回りました。4ヵ月連続で好不況の分かれ
⽬の50を下回っており、中国とは対照的に米国の
製造活動の回復は遅れていることが⽰された形です
（右下図）。

もっとも内訳をみると、「新規受注」が47.0と前月か
ら4.5ポイントの改善となるなど明るい材料もみられ
ます。「仕入れ価格」は前月から6.8ポイント上昇し、
米インフレへの警戒を高める数字となりましたが、一
方で「雇用」は49.1と前月から1.5ポイント低下して
おり、賃金インフレの抑制を⽰唆する内容となりまし
た。米製造業を巡る環境は依然厳しい状況にある
とみられますが、中国経済の回復基調が強まりつつ
あることは世界経済の支えとなりそうです。

米ISM製造業景況感指数とその内訳

期間：2018年1月～2023年2月、月次
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

中国製造業PMI（購買担当者景気指数）とその内訳

期間：2018年1月～2023年2月、月次
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成
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